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2006年度 社会学データ実習 第４回 

～ 平均値とその他の代表値，分散と標準偏差 ～

０.今日の予定

(1)
度数分布とそのグラフ  ～ ヒストグラム ～

(2)
量的データの集計 ～平均値・中央値・最頻値・分散・標準偏差 ～

※課題に取り組み、ファイルをHドライブへ保存の後、清水へメール提出(ファイル添付)
1. 量的データの度数分布とそのグラフ　　　　　　　　　表１
	所持金（円）
	度数
	相対度数(%)
	累積度数
	累積相対度数(%)

	999以下
	9
	8%
	9
	8%

	1000-1999
	7
	7%
	16
	15%

	2000-2999
	7
	7%
	23
	22%

	3000-3999
	14
	13%
	37
	35%

	4000-4999
	8
	8%
	45
	42%

	5000-5999
	10
	9%
	55
	52%

	6000-6999
	4
	4%
	59
	56%

	7000-7999
	5
	5%
	64
	60%

	8000-8999
	8
	8%
	72
	68%

	9000-9999
	3
	3%
	75
	71%

	10000-10999
	10
	9%
	85
	80%

	11000-11999
	1
	1%
	86
	81%

	12000-12999
	5
	5%
	91
	86%

	13000-13999
	1
	1%
	92
	87%

	14000-14999
	2
	2%
	94
	89%

	15000以上
	12
	11%
	106
	100%

	計
	106
	100%
	　 
	　


前回は度数分布表について触れた。生データを眺めるよりも、度数分布表をみたほうが傾向を把握しやすい。
今回は、さらに傾向を把握しやすくするためにグラフ化することを学ぶ。
グラフの作成方法や読み方は次回以降に扱う。 
右表は、「サイフの中身」に関する度数分布表である。
（１）ヒストグラム
この度数分布表をグラフにする。

右のようなグラフをヒストグラムという。
必ず柱と柱の間は“くっつける”のが原則。

度数分布表をみるよりもヒストグラムをみたほうがデータの散らばり具合を掴みやすい。
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（２）階級のとりかたによるヒストグラムの変化

しかし階級のとりかたを変えると見え方は一変する。
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階級の幅や、階級をはじめる値を変更するとヒストグラムは全然違うものになってしまうことがある。
それゆえ、全体の傾向をうまく表す階級幅を選択しなければならない。数学的に決める方法もあるが、それよりも、階級の境界（もしくは中心）がキリのよい数字となるヒストグラムをいくつか描き、その中からいちばん全体像が把握しやすいものを選ぶとよい。

（３）ヒストグラムから見えること

ヒストグラムから、分布がどのような形をしているかを捉えることができる。実際には、以下のような点をチェックする。

· 分布の“多峰性” … 山が複数個あるか
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· 分布の“対称性” … 分布が左右対称か、右に裾を引いているか、左に裾を引いているか
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· “外れ値”の存在 … 極端に飛び離れた値があるか
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

課題 １
下の二つの度数分布表は同じデータから作成したものである。EXCELで各々についてヒストグラムを作成しなさい。 ※sheet名をhistogramに
A. 
	区間
	階級値
	度数

	155-160
	157.5
	3

	160-165
	162.5
	5

	165-170
	167.5
	15

	170-175
	172.5
	16

	175-180
	177.5
	10

	180-185
	182.5
	1


B.

	区間
	階級値
	度数

	152.5-157.5
	155
	2

	157.5-162.5
	160
	1

	162.5-167.5
	165
	11

	167.5-172.5
	170
	14

	172.5-177.5
	175
	18

	177.5-182.5
	180
	4


【手順】

① EXCEL上で度数分布表を作成
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①データの範囲指定をする。
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②グラフウィザードをクリック（「挿入」→「図」→「グラフ」でもOK）
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③縦棒を選択して、「次へ」をクリック
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④「グラフウィザード-2/4」となったら、「系列」へ。
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⑤「系列」で「項目ラベルに使用」で「区間」を選択する。
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⑥「完了」にすると次のような棒グラフができる。
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⑦グラフの棒のうえでダブルクリックし、「データ系列の書式設定」となったら、「オプション」を選択し、棒の間隔を0にすると次のようなヒストグラムが完成する。
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
2. 量的データの集計

データの傾向や特徴をヒストグラムで概観したら、それを数値であらわすとさらにデータの特徴を掴むことができる。データの特徴をあらわす値には下記のようなものがある（[ ]内は教科書の参照ページ）：

1.
標本の大きさ 

: データの個数のこと。 
2.

平均（算術平均） [p.59]
: データの総和をデータの個数で割った値。 

3.

中央値（メジアン [p.57] 
: データのちょうど中央の値。 

4.

最頻値（モード） [p.55] 
: データの度数分布の中で最も度数の大きい値。 

5.   分散             [p.68]   : 平均からのずれ（「偏差」という）の2乗和を、データの個数（もしくは個数-1）で割った値。 

6.

標準偏差

 [p.68]
: 分散の平方根。 

7.

標準誤差


: 平均値のばらつきを表す値。 

8.

最大


: すべてのデータの中で最も大きい値。 

9.

最小


: すべてのデータの中で最も小さい値。 

10.
範囲

 [p.66]
: 最大値から最小値をひいた値。 
11.
尖度（せんど）

: データのばらつきかたが尖っているかを表す値。 
12..
歪度（わいど）

: データのばらつきかたが左右対称であるかを表す値。 

上記のうち、2～4はデータの「位置」を表す指標で、これらを指して「代表値」とよぶ。

また、5～10はデータの「ばらつきの大きさ」を表す指標で、「散布度」とよぶこともある。

そして11～12はデータの「ばらつきのしかた」を表す指標。
各用語の詳細は教科書を参考のこと。

以下、教科書に書いていない部分や特に注意したい部分のみを記す。

（１）標本の大きさ

いわゆる「データの個数」のこと。記号は「N」や「n」で表されることが多い。「標本の大きさ」と同じ物を表す用語として「データ数」「標本数」「サンプルサイズ」「ケース数」「N数」などいろい ろな用語が使われる。
（２）代表値

平均（算術平均）・中央値・最頻値はデータの「位置」を表す指標である。つまり、「データは、だいたいいくつくらいの数値なのか」などをみるための指標となる。
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それぞれに特徴があり、使うべき場面にも違いがある。
　　　表２

	指標
	量的データ
	質的データ(順序あり）
	質的データ（順序なし）
	特徴

	平均
	○
	△
	×
	計算するのが楽
数学的に扱いやすい

	中央値
	○
	○
	×
	外れ値に強い
計算が大変

	最頻値
	△（度数分布にしてから）
	○
	○
	外れ値に強い


◎ 平均と中央値の違い
下記データの平均と中央値を計算する。
表３　1ヶ月のバイト代（単位：万円）
	A
	B
	C
	D
	E

	2
	3
	6
	7
	9


平均
: (2+3+6+7+9)/5=5.4

中央値
: 6

上記に、「大学には来ずにバイトをしている“F”（バイト代27万円）」が加わったとすると、平均と中央値はどのように変わるか？
平均
: (2+3+6+7+9+27)/6=9

中央値
: (6+7)/2=6.5

中央値はあまり変化しないが、平均は大きく変わった。
このように、極端に飛び離れた値=「外れ値」がある場合、平均が大きく影響を受ける。
データの度数分布が左右対称のとき平均と中央値と最頻値は一致する。
左右対称でないとき平均と中央値と最頻値は図のようになる。
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なお、上図のような状況を「右側の裾が重い」「右に歪んでいる」などと表現する。度数分布の左側の裾が重い場合には、当然、最頻値・中央値・平均値の順番は、上記と入れ替わることになる。
Excelでは関数を用いて平均(average)、中央値(median)、最頻値(mode)を計算することができる。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

課題 2
EXCELの新しいSheetに、教科書p.77 問題8に関して、度数分布表を作成し、平均・中央値・最頻値を求めなさい。※ 各Sheetには的確な名称をつけること
（３）分散と標準偏差

データがどのようにばらついているのかをみるために、「分散Ｓ２」と「標準偏差Ｓ」がよく使われる。
このふたつは本質的には同じものを指しており、計算しやすくて数学的に扱いやすいのが「分散」、理解しやすいのが「標準偏差」（詳しくは教科書pp.68を参照）。
◎「分散」の計算方法

簡単な例を用いて分散を計算する。用いるデータは次の5つの値、「10,   70,   40,   40,   90」
【手順】

①データより平均を求める。 
②データの各値から平均を引いたもの（偏差ｄ）を求める。
データ数はＮとする（この場合５人）。
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	ID
	1
	2
	3
	4
	5
	合計 
	平均

	得点
	10
	70
	40
	40
	90
	250
	50

	偏差
	-40
	20
	-10
	-10
	40
	0
	-

	偏差平方
	1600
	400
	100
	100
	1600
	3800
	-


③偏差ｄを2乗する（偏差平方）。 

④偏差平方をすべてのデータに関して足し算（偏差平方和 3800）。 

⑤それを「Ｎ－1」で割る。 
分散 = 3800 / (5-1) = 950

標準偏差は分散の平方根（√）のこと。
標準偏差 = √(950) = 30.8      となる。
　　　　表４
標準偏差は、その値が大きいほどデータのばらつきが大きいことを示す。
ＮでなくＮ－１で割るのは、標本のばらつきが、母集団のばらつきよりも小さめになる、という性質を持つため。標本は母集団よりも人数が少ないので、ばらつきは小さめになるのである。この意味で、分散や標準偏差は、
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不偏推定量ではないと言える。

そこでＮより小さい数字で割って、分散をやや大きめに出す（詳しくは教科書　ボーンシュテット・ノーキ『社会統計学』p.68, 133を参照）。
◎ EXCELの関数を用いた「平均」や「分散」の計算方法

【操作】 EXCELの新しいSheet上で作業 （適切な名称を与える）すること
1.
B1のセルに「1組得点」と入力する。 

2.
B2～B6のセルに「10, 70, 40, 40, 90」の順に入力する。 

3.
C1のセルに「2組得点」と入力する。 

4.
C2～C6のセルに「40, 55, 50, 45, 60」の順に入力する。 

5.
A8のセルに「平均」と入力する。 

6.
B8のセルに「=average(B2:B6)」と入力する。⇒平均が出力される。 

7.
A9のセルに「分散」と入力する。 

8.
B9のセルに「=var(B2:B6)」と入力する。⇒分散が出力される。 

9.
A10のセルに「標準偏差」と入力する。 

10.
B10のセルに「=STDEV(B2:B6)」と入力する。⇒標準偏差が出力される。 

● Excelの分析ツールを用いた計算

Excelではさらに、「分析ツール」を用いて基本統計量を計算することができる。

【操作】

(1)「ツール」⇒「分析ツール」より「基本統計量」を選択する。 

(2)「入力範囲」の部分をクリックし、その後マウスでB1からC202のセルを選択する。 

(3)図のように指定し、「OK」を押す。 
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●　なお、Ｚ得点について　テキストを読んで理解しておくこと
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

課題 ３ 
教科書P.77 問題8に関し、「偏差」、「偏差平方」、「偏差平方和」、「分散」、「標準偏差」を求めなさい。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
  ※ 課題の１・２・３が回答されているか確認の後、清水へメール提出 

提出期限：10月17日（火） 23：59
  ※ メールの作法が守られていない、特に、本文に何も書いていない学生が数名見受けられる。10月11日の課題以降は、作法が守られていない場合、提出と認めないルールを厳格に適用するので注意。
    詳細は、第1回配布レジュメ参照のこと
